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研究成果の概要（和文）：　5課題の各研究チームにて、ヘルスクオリティ指標の作成を目標に研究を実施し
た。
［１］形成期・発展期の家族［２］最も弱い者（新生児・重症心身障害児・認知症高齢者）の家族［３］小児慢
性疾患患者の家族［４］精神健康上困難を経験した人の家族［５］パートナーから暴力（IPV）を受けたサバイ
バーが新たに創造した家族について、手記やインタビュー、ディスカッションを通じて、家族の価値観や、感情
や支援のやりとりと葛藤、医療上の意思決定場面での家族の困難、自立/自律を促進する家族の特徴、疾患を有
する人が嬉しく思う家族や周囲からの言動、支援者がもつ感情・態度や信念などを明らかにした。共通指標の作
成は困難であった。

研究成果の概要（英文）：　Research was conducted in each of the five research teams with the goal of
 creating a health quality index.
  Regarding to [1] Families in their formative and developmental stages, [2] Families of the most 
vulnerable (newborns, severely disabled children, elderly with dementia), [3] Families of 
chronically ill children, [4] Families of people experiencing mental health difficulties, and [5] 
Families newly created by survivors of partner violence (IPV), through memoirs, interviews, and 
discussions, we identified family values, emotional and supportive interactions and conflicts, 
family difficulties in medical decision-making situations, family characteristics that promote 
independence/autonomy, words and actions from family and others that make the person with the 
illness happy, and feelings, attitudes, and beliefs held by supporters. Creating common indicators 
was difficult.

研究分野： 家族看護学

キーワード： 家族看護学　ダイバシティ　ヘルスクオリティ　アウトカムリサーチ

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
 　「家族の健康の質」の概念化・指標化は、それ自体、難しいが、近年の家族の多様化はその困難性に拍車を
かけ、ますます複雑で困難な課題となっている。人々の健康な生活は、個人の健康改善は大きな要素ではある
が、周囲の人や家族員の健康犠牲の上に成り立つものではなく、家族全体のヘルスクオリティをアウトカムとし
て設定しなくてはならない。看護のみならず医療関係の研究は、疾患ごとの研究や発達段階毎の研究がほとんど
であり、多様な家族について併せて検討する場自体、限られていた。本研究では　5つの（家族）課題に分けて
ヘルスクオリティ指標を検討し、また併せて検討した点で新規性があり、アウトカムの作成に迫ることができ
た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１． 研究開始当初の背景 

人々の健康な生活は、個人の健康ももちろんその要素ではあるが、周囲の者や家族の健康

犠牲の上に成り立つものではない。つまり、家族（全体）の健康の質（ヘルスクオリティ）

をアウトカムと考えるのが適当である。では、家族のヘルスクオリティとは何か。これは単

独でも難しい課題であるが、ダイバシティを大切にする現代社会においては、多様な家族に

適用できるヘルスクオリティを求めることは、ますます難しい課題となってきている。本研

究では、この現代社会の多様な家族に適用できるヘルスクオリティ、アウトカム指標の作成

にチャレンジする。人々の健康な生活を実現するための看護の研究に、なくてはならないも

のであると考えるからである。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、以下の２点である。 

1) 現代日本のあらゆる家族に共通するヘルスクオリティ指標を作成する（中核指標）。副次

的な目的として、様々な家族におけるヘルスクオリティ指標を作成する（領域指標）。 

2) 家族メンバーの各自から得たヘルスクオリティ指標の、統合解析・提示法を提案する。 

ヘルスクオリティ・アウトカムリサーチは新たに拓く学問分野であり、学術的独自性があ

る。そして、上記の目的を達成する過程で、様々な学術的知見を創造する。まず、指標を作

成するためには、目指す概念を明確化・言語化する必要がある。この作成プロセスにより、

目指すものが可視化される。また指標ができあがったとしても、当事者の側からその概念を

評価できるかについては、限界がある。したがって、指標の限界（どのような誤差や偏りが

あるか）を明らかにしたうえで、統合解析・提示法を検討・開発する。 

 

３．研究の方法 

 5 領域の家族を設定した。［課題１］家族形成期・家族発展期の家族、［課題２］最も弱い

者（新生児・重症心身障害児・認知症高齢者）と共に暮らす家族、［課題３］小児慢性疾患患

者の家族、［課題４］精神健康の困難を経験している人の家族、［課題５］パートナーから暴

力（IPV）を受けたサバイバーが新たに創造した家族の 5 領域である。全体で目標を共有し

たのち、領域ごとに研究チームを編成して課題に取り組み、おりおりに報告会を開催して、

意見交換会を行いながら進行管理を行った。各課題で用いられた研究方法は主に、文献レビ

ュー、手記の分析、家族や専門家へのインタビューとトランスクリプトの分析、患者市民参

画（Patient Public Involvement：PPI）である。 

 

４．研究成果 

 概要として、各領域でのヘルスクオリティ指標に近づいた。しかし、各領域において重視

するものが違い、いきおいアプローチ法も異なったために、中核指標には到達しえず、現段

階では、中核指標を見出すのは困難であると言わざるを得ない。 

［課題１］①形成期の家族・・・春名（分担研究者）・米澤（研究協力者） 

妊娠期から子育て期にわたる切れ目ない支援を提供するため、子育て世代包括センターが



全国展開され、母親や家族への地域での包括支援体制が構築されつつある。家族形成期にお

いて、サポートが必要な家族に関して、サポートの受け手、サポート提供者（支援者）の双

方に役立つスタンダードが必要となってくる。産後の継続ケアにおいて、母親や家族はどん

な子育て支援・サポートを求めているのか、支援者はどのような方針で、母親や家族をアセ

スメントし、支援をどのような時期・頻度で提供しているのか、支援する上での困難や対処

については明らかではない。また、個々の家族が持つ多様な価値観や求めているところと支

援者のアセスメントや方針にギャップがないか、ギャップにどのように対処しているかにつ

いても明らかではない。 

 そこで、「新生児訪問指導」・「乳児家庭全戸訪問事業(こんにちは赤ちゃん事業)」といった

子育て支援サービスを受けた児の両親と、実際に訪問などの支援を提供している助産師・保

健師を対象とし、インタビュー調査を行った。機縁法・教室 HP での公募によって研究対象

者を募集した。助産師6名、保健師1名、母親7名が調査に参加をし、インタビューを行い、

その結果、COVID-19 感染拡大期の東京での新生児の育児について、「妊娠中から産後まで

様々な育児支援の中止」「感染への不安による影響」「夫の在宅勤務による利点と困難」「様々

な支援が中止になった影響」「オンライン支援の利点と困難」の５カテゴリが得られた。中止

による影響として「地元のつながりが作れない」「専門家に会いにくい」、「外部の支援が得ら

れない」「沐浴や授乳手技が習得できていない」等が語られた。また、オンライン支援に関し

て、「本当に相談したい部分は便利になった」一方で「相談窓口が信用できるか戸惑う」「電

話・オンラインでのコミュニケーションは難しい」「赤ちゃんは対面で見てもらうことを期待」

すること、「オンラインの方がむしろ参加しやすい人がいる」一方で「継続したつながりのき

っかけにはなりにくい」という語りが得られた。 

以上のことから、コロナ禍では、母子保健システム側も親側も影響を受けるため、平常時

とは別の指標の導入の必要性が示唆された。 

 

②発展期の家族・・・戸部・大城（研究協力者） 

出産後 2 年以内の夫婦を対象に（女性７名、男性３名）インタビューを行った。その際、

自身が感じることと共に、相手が感じることについても予測して回答してもらう質問項目を

作成し、夫婦間の葛藤や意識のずれについて気づき、表出しやすいようにした。 

結果、発展期の家族では、感情統制や支援の主観的授受が指標になることが示唆された。 

 

［課題２］最も弱い者（新生児・重症心身障害児・認知症高齢者）と共に暮らす家族・・・佐藤（分担研

究者）・米澤・福井（研究協力者） 

 新生児や重症心身障害児(者)（以下、重症児者）や重度認知症高齢者など、意思表示でき

ない者が家族にいる場合、様々な意思決定の際に本人の意思が不明であることから家族は特

有の困難を体験すると考えられる。そこで本研究は、重症児者の家族が意思決定にあたり体

験する困難を明らかにする。 

医学中央雑誌で「意思決定 AND (重症心身障害者 OR 重症心身障害児)」（統制語および全

フィールド）を検索し、原著論文に限った 38 件の文献を得た。抄録および全文を読み、家族



の意思決定について述べられている 14文献を対象とした。 

困難は 9文献で述べられており、25 の困難が抽出され、5 つに整理された。(1) 医療者との

信頼関係の不⾜／過剰。日頃からの医療者への不信や、医療者を信頼して任せきっていると

いう行動があった。(2) 必要な情報が与えられていない。差し迫るまで医療者が選択肢を提

示してくれないこと等が挙げられた。(3) 決めたあとのこと＆決めなかった場合のことに対

する不安。迷い・怖さ・見通しの立たなさ・恥・医療へのマイナスイメージなどがあった。

(4) 気持ちがついていかない。特に短時間で決定しなければならない状況等が挙げられた。

(5) 自分の価値観で決めてよいのか疑問。本人の意見を聞きたい、親としての価値観が邪魔、

自分に尋ねないで欲しいなどの記述があった。 

重症児者の家族が医療上の意思決定において体験する困難が明らかになった。時間的猶予

のある場面であっても、必要な情報（情報が無く見通しが立たないことも含めて）が伝えら

れていないと感じられていた。意思決定を終えた後の家族が研究対象者になることで、医療

者に好意的または意思決定後の経過に満⾜している家族の体験に偏っている可能性はある。

新生児や認知症高齢者に関しても、同様なレビューを行った。 

 

［課題３］小児慢性疾患患者の家族・・・副島・森崎（研究協力者） 

 小児慢性疾患患者の家族におけるヘルスクオリティとして自立/自律に着目し、文献レビュ

ーを通して、「社会生活における自立・自律」と「医療・ケアにおける自立・自律」が重要で

あることを明らかにした。また「社会生活における自立・自律」と「医療・ケアにおける自

立・自律」は相互に関連し、同時的にアプローチする必要性が示唆された。一方で、どのよ

うな家族の特徴が患者の自立・自律を促進するのかは明らかにされなかった。この文献レビ

ューでの課題を踏まえ、小児慢性疾患患者の疾患管理における親から子への役割移行プロセ

スに関するインタビュー調査を実施した。その結果として、「進路と病気との折り合いについ

て子どもと話す」「交際相手や結婚相手に子どもが病気について伝えることに対する不安」

「病気と向き合う子どもの姿が嬉しくもあり苦しい」「命にかかわる話を子どもに伝えること

へのためらい」など、様々な親の考えや思いが小児慢性疾患患者の自立・自律に影響するこ

とが示唆された。 

 

［課題４］精神健康の困難を経験している人の家族・・・宮本（分担研究者） 

 精神障害を有する人や、その人と共にいる家族のヘルスクオリティの維持・向上を考える

にあたり、精神障害を有する人と家族や周囲の人が良い相互作用を及ぼし合うことはその一

助となると考えられる。そこで本研究では、精神疾患を有する人が、①家族や周囲の人から

のどのような接し方を好ましく感じるのか（研究１）、②精神健康の不調を抱える友人に対し

て援助をする若者はどのようなアプローチをしているのか（研究２）、③精神健康の困難を有

している人は親との関わりをどのように経験しているのか（研究３）を明らかにすることを

目的として研究を行った。 

 本研究は、精神健康不調の経験のある者、精神健康不調の経験のある者と家族としてとも

に暮らした経験のある者も研究計画段階から参画し、PPI を実践しながら研究を進めた。 



 研究１では、精神疾患、特にうつ病または躁鬱病を有する人によって記述された闘病記を

検索した。包含基準にのっとり、24 冊の書籍のうち入手可能であった 20 冊から、精神健康

不調があったときに勇気づけられたり、傷つけられたり、影響を受けた他者の言動を抜き出

した。抜き出した文章を、誰のどんな言動によって、どのように影響を受けたのかがわかる

ように切片化し、特にどのような言動であったのかに着目しながらテーマ分析の手法により、

質的に分析した。その結果、言葉や態度で思いやりや共感を示してくれる、日常生活のサポ

ートをしてくれる、不調である自分を受け入れてくれる、病気がよくなるために協力してく

れる、深刻になり過ぎずにいてくれるなどのテーマが抽出された。 

 研究２では、精神健康不調を抱える友人との関わりの経験がある者を対象として半構造化

インタビューを実施した。関わりの経験が複数ある場合にはそれぞれについて尋ね、テーマ

分析を用いてデータを質的に分析した。合計 4 名（20 代前半、男性 1 名、女性 3 名）から 10

事例の援助過程が収集された。精神健康不調を抱えた友人を援助する過程では、友人が何か

不調を抱えていると気づくと、自身の知識や経験などの〈個人の基盤〉を元にして、不調を

抱えた相手と自身とが置かれた〈状況を判断する〉ことで、援助するか・どう援助するかを

検討していた。その後これまでの検討を踏まえて多様な行動を起こし、相手からの反応や、

相手の体調や相手との人間関係の変化から行動の結果をとらえ、自身の関わり全体を評価し

ていた。精神健康不調を有する人に対する援助行動を起こすに至るには、精神疾患の知識だ

けではなく、当事者のリアルな姿や思いを当事者自身の発言として伝えていくことが、非専

門家である若者からの援助を促進していく上での有効なアプローチ方法になりうることが示

唆された。 

 研究３では、精神疾患を経験したことのある人で、精神健康の不調時に親と同居したこと

のある人を対象に、精神疾患に罹患する前後での親との関係の変化や、精神健康不調時に親

との関わりをどのように捉えていたかについてインタビュー調査を行った。合計 18 名の参加

者から親との関わりを聞き取り、現在分析を進行している途上である。 

 

［課題５］パートナーから暴力（IPV）を受けたサバイバーが新たに創造した家族・・・キタ・渡辺（研究

協力者） 

 パートナーからの暴力被害者の手記やインタビューデータ、専門家の本、専門家とのディ

スカッションから、家族の逆境体験をもつ人に支援する際に、支援者がもちうる探求的な態

度や信念の抽出を行った。その結果、＜「家族の逆境体験をもつ人」にわたしが向き合うベ

ース＞では、【支援という場に降り立つ一人の人間としてのわたしとあなたを意識する】、【わ

たし個人の中にある、家族とジェンダーに関する当たり前の枠組みに気づいて外し、より広

い社会的視点をもつ】など、＜「家族の逆境体験をもつ人」に向き合っている時＞では、【初

期段階：ありのままに状況や感情、背景を把握しようと共に試みる】、【1対1で関わる場面：

関係性における感じる違和感などを大事に思う】、【不確実性に耐え、潜在的な可能性を信じ

見出す力を育む】、【応答的な関係を積み重ね、安全な場をともに育んでいく】など、＜「家

族の逆境体験をもつ人」に向き合った後＞では、【面接中の対話空間から「わたし自身」に戻

る】、【社会・文化に根ざした回復プロセスの違いを認識する】などが抽出された。 
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